
r二･二六事件と岡田啓介内閣｣メモ

○日本陸軍､始まって以来の大規模な反乱事件

▽昭和11年2月26日早朝大雪の帝都で

皇連派青年将校が率いる1483人

完全武装の大部隊が首相官邸政府要人を襲撃

▽斎藤実(内大臣)高橋是清(蔵相)渡辺錠太郎く教育鹿監)

松尾伝蔵(銅啓介首相の義弟､追纏章雄) 4人が殺害され

鈴木貫太郎(輔長)が瀕死の重傷を負った

▽｢昭和維新断行｣を旗印に三宅坂(陸軍省､参謀本#)から

永田町(首雛臥国会議事堂)一帯を　占拠

｢尊皇討好｣の職を立て戦闘態勢を取った

▽交通は遮断され政治･経済の中枢はマヒ状態

▽29日の反乱鎮圧まで　日本中を震櫨させた4日間
-　陸軍当局発表以外は､何も書けず喋れず

午後になって事件の全貌が明らかになり､読

売新聞は号外を発行したが､即刻頒布禁止｡東

京朝日新聞は襲撃されて活字ケースが引っ繰

り返され､夕刊発行は不可能｡他の新聞も夕刊

を見送っている中､東京夕刊新報がただ1紙発

行したが発売禁止､新聞もスタンドから押収｡

岡山県の中国民報(別相聞)は､一面トップ8段

で社説｢明治維新と昭和維新国民の省察を望

む｣を掲載して軍部批判をしたが､肝心な箇所

は検閲で全て削り取られ､判読不能だった｡

●国民の誰もが｢何か大変な事が起こっている｣

▽ある程度事件を知ることが出来たのは

襲撃(午前5時)から14時間も経った夜の7時

▽ラジオが東京警備司令部発表
｢本日午後三時第一師団管下

戦時警備ヲ下令セラル｣を放送した

●陸軍省が､事件を初めて発表したのは夜8時15分

▽これほど陸軍上層部の混乱と

無能ぶりを　さらけ出した発表も　なかった

陸軍省発表(26日午後8時15分)

｢本日午前五時ごろ一部青年将校らは左記箇

を襲撃せり｡首相官邸(首相即死)斎藤内大
-　1　-

岡田　啓介(油だ･紳す齢

明治1(1868)～昭和27(1952)福井県生

まれ｡海軍大将｡海軍次官を経て大正13

年連合艦隊司令長官｡昭和2年田中内閣

海相｡軍事参議官の時､ロンドン海軍軍

縮条約締結に尽力し7年斎藤内閣海相｡

9年首相に就任し二･二六事件で襲撃さ

れたが､危うく数を逃れるo太平洋戦争

中､重臣として終戦和平に力を注ぎ､東

条内閣を打倒｡著に｢岡田啓介回顧録｣

斎藤　臭くさめとうー髭と)

安政5(1858)～昭和11(1936)岩手県生

まれ｡海軍大将｡海軍次官を経て明治39

年西園寺内閣海相0 5代の内閣で海相を

務め､大正3年シーメンス事件(軍艦鮭を鋸tk

る欄鞘)で予備役｡ 8年朝鮮総督｡昭和4年

再び朝鮮総督｡ 7年首相に就任し満州国

承認､国際連盟脱退を行なう0 10年内大

臣となり､二･二六事件で暗殺される

高橋　是清(た補いこれきよ)

安政1(1854)～昭和11(1936)江戸生ま

れ｡仙台藩留学生として渡米､苦学して

帰国｡明治20年初代特許局長｡日銀副総

裁の時､日露戦争の外債募集に成功｡日

銀総裁を経て大正2年山本内閣蔵相｡原

内閣蔵相となり10年原暗殺で首相兼蔵

相､政友会総裁｡昭和2年田中内閣蔵相､

金融恐慌を収拾｡満州事変後は犬養､斎

藤､岡田内閣蔵相｡二･二六事件で暗殺

渡辺　錠太郎(わたなべ｡じょうたろう)

明治7(1874)～昭和11(1936)愛知県生

まれ｡陸軍大将｡第7師団長､台湾軍司令

官などを歴任し昭和10年教育総監｡二

二六事件で統制派の頭目と見徹され､

皇道派青年将校に私邸で殺害される



臣私邸(内大臣即死)渡辺教育総監私邸(教育

総監即死)牧野前内大臣宿舎(湯河原伊東屋旅

館･牧野伯爵不明)鈴木侍従長私邸(侍従長重

傷)高橋大蔵大臣私邸(大蔵大臣負傷)東京朝

日新聞社これら将校の蕨起せる目的は､その

趣意書によれば､内外重大危急の際､元老､重

臣､財閥､軍閥､官僚､政党などの国体破壊の元

兇を萱除くきんじょ)し､以て正義を正し,国体を擁

護顕現せんとするにあり｣

▽反乱を反乱と断定できず反乱軍を｢噺起部隊｣

｢僻起趣意書によれば｣と

陸軍省が反乱軍の宣伝を　しているようなもの

▽｢噺起部隊｣は｢騒擾部隊｣に代わり

3日目の28日になってようやく｢反乱部隊｣に

●34歳の昭和天皇は､終始一貫｢反乱軍を鎮圧せよ｣

▽二･二六事件は皇道派･統制派の派閥抗争が

その頂点に達して爆発したもの

▽陸軍に粛軍を徹底させ政治介入を止めさせる

絶好のチャンスだったし最後のチャンスでも

▽結果は全く　逆になった

▽陸軍の主導権を握った統制派幕僚グループは
｢このような事件が起こったのは､従来の政治に

対する軍部の不信があったからだ｣ .

▽遠慮なく　政治的な発言をするようになり

陸軍主導の国家体制軍部独裁の踏み台を作る

▽皇道派のクーデターを利用した

統制派の｢逆クーデター｣ではなかったのか

▽軍部の力は誰にも止められないほど

強大なものとなり　支那事変太平洋戦争へ

●反乱軍の中心は､第1師団(東京)歩兵第1連隊､第3連隊､

近衛師団近衛歩兵第3連隊

▽首相官邸を襲撃したのは

栗原安秀中尉率いる　第1連隊の300人

▽栗原は連隊本部兵器係軍曹に拳銃を突き付け

衛門の衛兵司令に連行弾薬庫の鍵を出させた･

▽午前3時半過ぎ｢起床､出動｣の号令

大雪の営庭に機関銃･小銃各9個分隊が整列
も･　　　　　　　　　　　　　　　　-　2　-

鈴木　貫太郎(すずき･鮎たろう)

慶応3(1867)～昭和23(1948)千葉県関

宿藩代官の子として大阪･和泉生まれ｡

海軍大将｡人事局長､次官を経て大正13

年連合艦隊司令長官｡ 14年軍令部長｡昭

和4年予備役に編入､侍従長｡二･二六事

件で瀕死の重傷｡ 15年枢密院副議長､ 19

年同議長｡20年4月首相に就任し聖断に

より戦争終結｡著に｢鈴木貫太郎自伝｣

｢ 2月26日を決行日としたのは　｢
…　皇道派青年将校の拠点である第1師

i団の｢3月満州派遣｣が決まったから｡
1

!満州へ行ってしまえば､皇道派は四
分五裂となり国家改革運動も雲散秀

消してしまう｡前夜の25日夜は第1連

隊で山口一太郎大尉､第3連隊で安藤

輝三大尉と､皇道派将校が週番司令｡

｢夜の連隊長｣と言われたくらい､夜

間は連隊長と同じ権限を持っていて

大部隊を動かすには絶好だった｡

安藤　輝三(紬どう･てるぞう)

明治38(1905)～昭和11(1936)石川県生

まれ｡陸軍大尉o皇道派青年将校のリー

ダーとなり､歩兵第3連隊中隊長として

二･二六事件で鈴木侍従長を襲撃､重傷

を負わせる｡軍法会議で死刑

栗原　安秀(くり旺ら･やすひで)

明治41 (1908)～昭和11 (1936)佐賀県生

まれo陸軍中尉｡戦車連隊を纏て昭和10

年歩兵第1連隊勤務｡国家改造連動の急1

進論者で､二･二六事件では機関銃隊を

率いて首相官邸襲撃｡軍法会議で死刑'

[･･-･･顕起趣意書

謹ンデ惟ルニ我ガ神州タル所以ハ､

万世-神タル天皇陛下御統御ノ下二

挙国一体生々化育ヲ遂ゲ､終二八紘
一宇ヲ完ブスルノ国体二存ス｡今ニ
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▽栗原は僻起趣意書を読み上げ
｢これから昭和維新を断行する｡今暁五時を期し

て全国一斉に蜂起する｡貴官らは一切憂いはな

い｡我々に一命を預けろ.もし､誤っていた場合

は､栗原が腹を切ってお詫びすればよい｣

▽兵隊たちは寝ぼけ眼の上兼しい漢文調
｢直属上官の命令だから言われるままに従った｣

白い棒を十文字に袈裟がけにした将校に
｢何か､ただならぬものを感じた｣

▽午前4時半｢目標､首相官邸｡これより首相官邸に

向かって前進､出発-ツ｣の号令で兵営を出発

●首相官邸は､万全の備えをしていたが-

▽五･一五事件で犬養毅首相が暗殺されから

宮邸至る所に非常ベルを取り付け

ボタンを押すと警視庁にも直通するように

▽庭の裏手には崖下へ出る脱出用の抜け道

▽最初の15分は護衛警官(20摘ど)で防ぎ

15分後に警視庁応援隊30分後には

麻布の歩兵第3連隊が出動する手筈に

▽その軍隊が襲って来た

警視庁応援隊は予定通り　駆け付けたが

重機関銃(7挺)軽機関銃(4挺)に　引き返した

｢護衛警官は勇敢に戦った--一一--

!殉職した4人は全員がピストルの弾を全弾撃

.喜ち尽くしていたo新聞にこのことが出ると､下

町のおカッパの少女が､近くの交番に｢正月の

お小遣いを貯めたものです｣と､50銭置いてい

った｡警視庁には20万円の献金が寄せられた｡

職務に忠実な､罪のない人まで殺した軍部テ

巳に対する､国民の撃言の抗議だっ竺

●午前5時頃､非常ベルが鳴り響いた

▽松尾大佐が｢とうとう来ました｣と　岡田の寝室に

▽松尾が非常用の潜り戸を開けて飛び出すと

パンパンと銃声すでに敵兵線が布かれ

庭から逃げるのは手遅れになっていた

▽岡田は風呂場に隠れたが

松尾は中庭に出たところを撃たれた
ヽ　● -　3　-

シテ国体破壊ノ不義不臣ヲ諌戟(ちゅう

り()シテ､稜威(み的)ヲ遮り御維新ヲ

阻止シ来レル好賊ヲ菱除スルニ非ズ

ンバ､皇講(こうぼ)ヲー空セン｡

苗二同憂同志機ヲ一二シテ斬起シ､

貯蔵ヲ諌滅シテ大義ヲ正シ､国体ノ

擁護開顕二肝脳ヲ鴻(つ)クシ､以テ神

州赤子ノ微衷ヲ献ゼントス｡皇祖皇

宗ノ神霊糞(ねがわ)クバ照覧冥助ヲ垂

レ給ハンコトヲ｡

醇歩兵畑野中四郎外同志一同

-･ 11年2月は雪の多い年だった　--･-

本では｢部隊は前夜から降りしきる

雪を衝いて出動した｣映画やテレビ

でも赤穂浪士の討入りのように描か

れていることが多いが､出撃の時､雪

は降ってなかった｡

2月4日が49年ぶりの大雪で通信･交

通梯閑がマヒし､読売夕刊は｢劇場や

カフェーも男女の雑魚寝｣と､写真入

りで伝えている｡23日は､早朝から降

り始めた雪が一日中降り続いて夜に

は積雪35. 5㌢o明治18年以来､51年ぶ

りの記録となった｡26日朝は､この雪

が消えずに12等′ほど残っていた｡

中央気象台の記録では､雪がまた降

り出したのは午前8時過ぎだった｡

犬養　穀(棚を里よし)

安政2(1855)～昭和7(1932)岡山県生ま

れ｡号は木堂｡第1回総選挙以来､連続当

選18臥蔑意･普通選挙運動を推進､ ｢憲

政の神様｣と称された｡大正14年政界引

退を表明したが､昭和4年政友会総裁に

推され､6年首相o五･一五事件で暗殺

松尾は面倒見のいい人だった

岡田の妹と結婚していて､岡田が首

相に就任すると､｢どうしても面倒を

見る｣と秘書を買って出た｡内閣嘱託



▽松尾の死体は岡田の寝室に運び込まれた

▽隣の居間の欄間には岡田の額入りの写真

顔の部分に銃弾が当たり　ガラスがヒピ割れ

見比べても　よく分からない

▽岡田68歳松尾61歳年格好も近く

官邸に老人が2人もいるとは患ってもいない

▽｢これだ､これだ､仕止めたぞ｣岡田と思い込んだ

●女中の機転､憲兵の責任感が､岡田の脱出劇に

｢岡田は女中部屋に匿われた一一-　　　｢i.___qlII tI.I..tqL.TMP_　_　IITLL

寝巻一枚で飛び出したので､寒くて仕方がな…
l

い｡こんな姿で見つけられるのも嫌だと思い∴

近くに兵隊がいないのを確かめ寝室で袷に着蔓
I

替えて出て行くと､女中の秋本サク､府川キヌ…
1

に出会った｡ ｢ご無事でしたか｣と､女中部屋のi
I

押入れに入れ､周りに洗濯物を積み上げ､簡単…

には分からないようにしてくれた｡　　i

▽篠田惣寿(憲兵上等兵)が女中部屋に行くと

二人が押入れを背に　きちんと　座っている

▽｢危険だから､引き取ったらどうだ｣

｢旦那様のご遺骸がここにある間は､

帰るわけにはいきません｣余りに真剣なので

不審に思い唐紙を開けると　岡田を発見した

▽篠田は｢今更殺すべきではないと

.思ったので､反乱軍には報告しなかった｣

▽麹町憲兵分隊に戻り　小坂慶助曹長に報告すると

小坂は他言を禁じた上で森分隊長と協議した

▽森は小坂に　岡田救出を命じた
｢軍紀を取り締まるべき憲兵が､反乱軍の汚名

を受けてはならないoとにかく陛下の信任厚

い首相だし､人命救出は憲兵の任務である｣

●小坂は27日午前10時頃､自分で岡田生存を確かめた

▽岡田に｢閣下､もうしばらく辛抱して下さい｣

救出には首相秘書官の協力が必要と考えた
それには憲兵が味方だと知らせねばならない

▽秘書官の福田迫水久常が潰骸を拝みに来ると
｢死体を見て､お驚きにならないように｣

▽通水が布団をのけると死体は松尾だった

4　-

の辞令を貰い､無給の秘書だったが､

喜んで官邸に寝泊りしていた｡

事件直前､2月20日に総選挙があり､

秘書官福田餅が福井県から立候補し

たので･.応援演説に行って､前日の25

日に帰って来たばかりだった｡

福田　耕(ふくだ･こう)

明治21 (1888) ～没年硝福井県生まれ｡東

京市電気局に入り､事件当時､岡田首相

秘書官｡衆院議員､華中電気通信社長を

歴任し､戦後は国際電電取締役

--篠田が首相官邸にいたのはtl,･･･L･･tl

陸相官邸の警備についていたが､銃

声を開いて首相官邸に飛び込んだ｡

兵隊に見つかり､栗原中尉から｢出て

行け｣と怒鳴られた｡ ｢官邸には女中

もいるし､貴重品もある｡不届きな事

が起こっては､軍の汚名になるから､

保革する意味でいる｣

栗原も｢外部との連絡は､一切許さ

ん｡電話も使用してほならん｣と条件

付で許可してくれたo

小坂　慶助(こきか･伸す好)

明治33(1900)～没年不祥憲兵大尉o大正11

年から終戦まで憲兵として勤務し事件

当時は曹長､麹町憲兵分隊特高班長

迫永　久常(さこみず･ひさつね)

明治35 (1902)～昭和52 (1983)鹿児島県

生まれo岡田首相の女婿｡大蔵省に入り

昭和9年岡田首相秘書官｡大蔵省総務局

長､銀行保険局長歴任｡その間企画院課

長を務め岡田の東条内閣打倒工作に情

報を軽供｡20年4月鈴木内閣書記官長に

就任､終戦和平に尽力｡27年自由党衆院

議員｡31年参院議員｡池田内閣経企庁長

官､郵政相｡著に｢機関銃下の首相官邸｣



▽栗原中尉が｢総理に間違いありませんね｣

ハンカチで　目を押さえ｢間違いありません｣

▽女中部屋に行き｢怪我はなかったか｣

｢お怪我はございませんでした｣

この敬語で岡田が無事で場所も押入れだと

●迫水はすぐ湯浅倉平(銅大臣)に､岡田生存を伝えた

▽湯浅が奏上すると｢陛下も､それはよかった､

岡田を一刻も早く安全な場所に移すようにJ

▽迫水が｢近衛師団長に頼んだらどうか｣

湯浅は｢師団長はきっと上の方の指揮を求める

だろう｡そうなった場合､あちらの部屋で-｣

▽軍事参議宮会議が開かれている　宮中東僧の間を

指差して｢あそこに来ている将軍連は､

いったいどっちを向いているのか分かんぞ｡

非常に危険だから､よく考えて見たまえ｣

e焼香の弔問客に紛れ込ませ､脱出させることに

▽福田秘書官は老人ばかり

10人ほどを集め　自動車で官邸に送り込んだ

▽小坂は岡田をモーニングに着替えさせ

マスクで口を覆い　ロイド眼鏡をかけて

ソフト帽を　目深に　かぶらせた

▽二人で　岡田を抱き抱えるようにして

玄関に近付くと小坂が大声を挙げた
. ｢あれほど死体を見るなと言っておいたのに､

死体を見るから気分が悪くなるんだ｣

▽玄関前に待たせておいた　自動車に

岡田を乗せ反乱軍の囲みの中を脱出した
27日午後1時半過ぎだった

▽内閣は反乱鎮圧後29日午後4時岡田生存を発表

新聞界は言論の不自由さを痛感した

27日午前3時半､戒厳令(司臥行政粕序を齢できな恥時､国

民の権利の髄を一時停止し､軍事兵力で秩序を回復する)が布告され､新

聞は戒厳司令部の管制下に置かれ､戒厳令は7

月18日まで5カ月近くも続いた｡その中で圧倒

的強みを見せたのがラジオ｡ J OAK､東京第
一放送は､天気予報､海外経済ニュース以外は

平常の番組を中止､戒厳司令部発表に充てた｡

-　5　-

湯浅　倉平(鵬さ･くらへ吋

明治7(1874)～昭和15(1940)山口県生

まれ｡岡山､静岡県知事を経て大正12年

警視総監｡内務次官､会計検査院長を歴

任し､昭和8年宮内大臣｡ 11年二･二六事

件後､内大臣となり､天皇側近随一の硬

骨漠として軍部の無理押しに抵抗した

｢一情けない海軍大臣

迫水は､宮中の閣議に来た大角卑生

海相に海軍の協力を求めたo ｢総理の

遺骸を引き取るため陸戦隊を官邸に

入れて貰いたい｡海軍の先輩という

意味で､名分も立ちます｣大角は｢と

んでもない｡そんな事をして陸海軍

の戦争になったらどうする｣

迫水は決心して｢実は首相は生きて

います｡宮邸のある所にいますが､一

刻も早く救出したいので陸戦隊の出

動をお願いしたのです｣大角は迷惑

そうな顔をして｢君､僕はその話は聞

iかなかったことにしておくよ｣
l

大角　卑生(錆すみ･みねB)

明治9(1876)～昭和16(1941)愛知県生

まれ｡海軍大将C次官､第2艦隊長官を歴

任し昭和6年海相08年海相に再任､条約

派追放人事を行なう｡ 11年軍事参議官｡

中国出輩中に飛行機事故で殉職

岡田の首相就任は昭和9年7月

満州事変､上海事変､五･一五事件に

国際連盟脱退一国際緊輩が高まる

中､英米協調派の軍人として､良識豊

かな政治見識を買われた｡

貧乏なので､組閣本部の新聞記者に

振る舞うビールが出せず､ぶっかき

氷で済ませた｡真夏の親任式に､冬の

モーニング､借り物のシルクハットo

朝日新聞は岡田生存を号外で｢遭難

者は別人岡田首相生存す義弟松尾

ナ
ー　　rAiA　▲L･･一一一　_　_



●岡田､鈴木の助かったことが､｢一億玉砕｣から救う

▽岡田は淀橋の私邸に帰ると拝謁を願い出た

▽憲兵司令官岩佐藤郎中将は｢一死を以て護衛の任

に当たります｣自ら　車の助手台に座った

▽岩佐は脳溢血で倒れ半身不随だったが

事件勃発を病床で聞いて｢申し訳ないo自分が

行って反乱軍を説得する｣半蔵門で阻止され
｢それでも天皇の軍隊か｣と悔しがったという

▽昭和天皇は参内した岡田に｢よかった｣

岡田の方は涙が溢れ出て言葉にならない
▽侍従次長が天皇の言葉を伝えた
｢岡田は非常に興奮して恐縮しているようだが､

周囲の者が気を付けて､考え違いのことをさせ

ないように｣岡田は感泣した

▽｢いつかはまた､お役に立つこともあるだろう｣

その機会は昭和19年7月にやって来た

▽平成11年11月　迫水の｢証言テープ｣が公開された

迫水の証言(国細書館)

岡田は､｢このまま戦争を続けていけば､日本

は国力の最後まで使い果たし､徹底的に破壊

されて､無残な滅び方をしなければならない｡
一刻も早く戦争終結を考えた方がいいが､東

条英機首相は戦争一本槍で突っ走っているば

かりだ｣ 19年7月サイパン島が陥落すると､重

臣を東条内閣打倒に結束させ､迫水に木戸幸
-(植臣)に根回しさせ､総辞職に追い込んだ｡

空襲が激化して､岡田は疎開を勧められても

｢陛下が東京に居られる間は束京にいよう｣と

決めていた｡20年4月､鈴木内閣が成立すると､

迫水を内閣書記官長として送り込み､ ｢戦争を

止めるよう補佐しろ｣迫水は｢鈴木も最初か

ら終戦にする積もりで首相になったのだ｣

●反乱軍の殺し方は､むごいものだった

｢有馬頼親が朝日新聞に書いている
l r｣｡F爪⊥一､lせ.+日計Jb爪並つ､__L{､､d

;有馬の姉が､斎藤実の養子に嫁いでいた言葉
;はベッドの上で､あぐらをかいていたが､兵隊

;の持っていた機関銃弾をあびて､ベッドの向
!ぅ側へ落ちた｡射手は､ベッドの上にかけ上が

■~･`一　　　　　　　　　　　　　　　一　6

大佐と判明｣と特報したo酒好きで知

られていたから､｢待合に行っていた

から助かったんだ｣こんな噂が流れ

迫水は｢打ち消すのに大変だった｣

-･鈴木(醗長)を救った夫人の一言･L-

兵隊に囲まれ､鈴木が｢静になさい｡

理由を話して貰いたい｣｢時間があり

ませんo昭和維新のため､お命を頂戴

します｣ ｢それなら止むを得ません｡

お撃ちなさい｣鈴木が不動の姿勢で

立った途端に発射され､頭や左胸に4

発の銃弾を受けて倒れた｡

｢止め､止め｣と連呼する中で夫人た

かが｢止めはどうかやめて頂きたい｣

将校が一人入って来て言止めはやめ

ろ｣と命令し鈴木に敬礼したo夫人が

｢誠に残念なことを致しました｡貴方

はどなたですか｣将校は｢麻布歩兵

第三連隊第六中隊長安藤輝三｣兵隊

を集めると｢気をつけッ､閣下に対し

て捧げ銃｣と号令し､出て行った｡

鈴木は､日清戦争で50㌧の水雷艇で

威海衛の靖国艦隊を夜襲し､ ｢鬼貫太

郎｣と窺われた歴戦の勇士だったo

東条　英機(とうじょう･砂でき)

明治17(1884)～昭和23(1948)東京生ま

れ.陸軍大将｡次官を経て昭和15年近衛

内閣陸相｡ 16年首相に就任｡陸相を兼務

し憲兵による独裁体制を強化｡ 19年2月

参謀総長も兼務したが戦局悪化で総辞

職｡戦後拳銃自殺未遂｡ A級戦犯で刑死

木戸　事-(きど･こう縄)

明治22(1889)～昭和52(1977)東京生ま

れ｡昭和5年内大臣秘書官長｡文相､厚相

歴任､ 15年内大臣.天皇側近の重臣とし

て力を揮い､東条を首相に奏請｡戦争末

期は終戦に尽力o A級戦犯で終身禁固｡

30年仮出所｡著に｢木戸幸一日記｣

い

･

r

　

=

.

=

.

"

･

=

眉

1

日

り

~

日

朝

T

　

　

　

　

　

　

　

　

　

"

　

　

　

　

　

　

　

　

　

I

M

　

　

_

　

　

　

_

事

.

1

　

-

　

　

-

　

~

‥

.

■

ト

ト

L

r

=

q

臼

1

日

･

=

‖

=

日

｡

=

-

 

~

梢



り､床の上に倒れている実を掃射した｡四十一

発の弾丸が､検死のとき体内から発見された｡

高橋是清の場合は､もっとひどかった｡撃たれ

た上に､首と､両腕と､両脚が､日本刀で切りは!

なされていたのである｡           i

君側の好を排すともいったが､排して後､か誉
i

れらにとってよりよい国家ができたかo私は､ l

二･二六事件は､革命などというようなもので書
l

はなく､ただの人殺しか､強盗､強姦のたぐい!

だと思っている｣

●高橋の7度目の蔵相就任は､昭和9年11月､80歳の時

▽岡田内閣蔵相には藤井真信(捕)が就任したが

予算折衝で過労から倒れ辞職した

▽高橋は岡田から｢是非｣と就任要請された時

友人に　決意を語っている
｢もっと年齢が若くて､先へ行って御奉公が出

来るというならば考えることもあるが､わし

はもうこの年で先はない｡今奉公しなければ

奉公する時もない｡最後の御奉公と思って入

閣したのだ｡わしはもうこのまま死ぬ気だ｣

▽岡田も　回顧録に｢私の内閣にとってこれほど大

きな存在はなかった｡私の一つの自慢だった｣

▽入閣してからの高橋は勇気漠々だった

▽｢非常時､非常時｣を宣伝する　軍部に対し

｢軍部が勝手に非常時を作って､国民を扇動して

いるのだ｡こっちの方がよっぽど非常時だ｣

▽昭和11年度予算の編成で陸軍の復活要求を

｢予算というものは､国民の所得に応じたものを

作らねばならぬ｡ただ国防のみに専念して悪性

インフレを引き起こ.し､財政の借用を破壊する

ようなことがあっては､国防も決して安定した

ものとはなり得ない｣と　一蹴した

▽予算閣議でも　川島義之(陸軍大臣)を手厳しく批判

｢いったい軍部は､アメリカとロシアの両面作戦

をやる積もりなのか｡大体軍部は常識に欠けて

いる｡その常識を欠いた軍部が政治にまで噂を

入れるというのは言語道断､国家の災いだ｣

▽皇道派青年将校は｢高橋許せず､高橋消すべし｣
､一■●　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　7

有馬~顛親(締ま･よりち&)

大正7(1918)～昭和55(1980)東京生ま

れ｡作家｡元農相有馬顔寧の三男｡昭和2§

年｢終身未決囚｣で直木賞受賞

高橋は陸軍省発表では｢負傷｣

国民に人気のある大蔵大臣だから､

社会的影響が大きいと死亡をしばら

く伏せたのだ､という説があるが､社

会的影響のはるかに大きい岡田首相

は､最初から｢即死｣と発表している｡

しかも高橋家の遺族は､葬儀も許さ

れなかった｡ドライ･アイスで遺体を

保存したが､どうにもならなくなり､

密かに茶毘にだけにして通夜をした

という｡葬儀は1カ月後､3月26日に築

地本願寺で行なわれたが､弔問の一

般市民が次々と押しかけ､予定を1時

間も延長した｡

陸軍は､高橋を殺害したのが近衛歩

兵第3連隊､夫皇を守るべき近衛兵が

天皇の重臣を殺したこと-その衝

撃を恐れたのではないだろうか｡

藤井　重信(ふじ臣さだのぷ)

明治18(1885)～昭和10 (1935)徳島県生

まれ｡大蔵省主税･主計局長を経て昭和

9年次官｡7月間田内閣蔵相に就任｡予算

折衝で過労から倒れ辞職､2カ月後病没

L-昭和天皇も高橋を愛された　‥-=-,

高橋は就任の際｢俺は病体で常にガ

スが所嫌わず出るから､宮中でのお

儀式を一切ご遠慮する条件ならお受

けする｣と拝謁を遠慮していた｡昭和

10年夏､高橋が葉山の別荘で避暑中､

葉山御用邸の天皇から､たびたび｢遊

びに来い｣とお招きがあったが､高橋

は遠慮して､腰を上げなかった｡

閣僚が御用邸で2班に分かれ陪食に

預かることになり､1班の内田信也(戟
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○元老西園寺公望は､坐漁荘(静岡鯛津)で木戸幸一(内大臣綿

官長)の電話で叩き起こされた

▽静岡県警察部長官舎に避難したが

高橋がやられたと聞いて悲壮な面持ちで
｢立派な人を-日本としては惜しい人を失った｣

西園寺の,嘆き

｢自分は明治､大正､今上の三陛下にお仕えし

てきた｡申し上げにくいことだが､考えてみる

と､今の陛下はご不幸な方だ｡陛下は一番聡明

な方だと患うが､最近は有力な政治家がみん

な殺されてしまい､陛下の側近に人なしの格

好になっている｣

▽原敬首相(大正10年11月)浜口雄幸首相(酌5年HB)

井上準乏助前蔵相(蜘7年2月)犬養毅首相(踊7年5月)

みんな議会政治政党政治を守るため

軍部と敢然と戦ってきた政治家だった

●陸軍の反乱事件としては､ ｢竹橋事件｣以来

｢竹橋事件
明治11年8月23日､竹橋の近衛砲兵第1大隊で

263名の兵士が､･給料ダウンや西南戦争の恩賞

を不満として騒ぎ出し､大隊長､週番将校を斬

殺した｡鎮圧部隊に大砲､小銃で応戦したため

陸軍は死刑53名の厳罰で臨んだ｡

それまで軍を動かしていたのは太政官政府｡

シビリアン･コントロールだったが､軍の統帥

を保てないと､12月5日､参謀本部を設置した｡

やがて統帥権独立､政治関与を招くことにd

▽反乱の形としては兵隊だけによる｢強訴｣

五･一五も海軍青年将校の集団テロ事件

▽上に立つ将校が　自分の部隊を率いて反乱

兵隊は上官の命令に従っただけなのに

それが反乱になるのでは

軍隊の根幹命令･服従関係が崩れてしまう

●多くの国民は､平安な日々を送っていた

ぎ-野球も全盛時代を迎えていた.･-.-i-･-州…
:覇和9年11月､ホームラン王ベーブ･ルースな=

-　8　-

朗)が｢高橋は何分にも病中のことと

て､ご遠慮申し上げております｣天

皇は｢是非一度､気安くして出てくれ

ればいのに｣と残念がる様子だったo

高橋はこれを聞いて感激し､2班に加

わったが､天皇は｢おお高橋､よく来

てくれたね｡体はどうかい､よかった

ね｣と心から嬉しそうだったという｡

内田　信也(うちだ･のぶや)

明治13くま880)～昭和46(1971)茨城県生

まれ｡第1次大戦中､船舶1隻で神戸内田

汽船を開業､大戦景気で財を為した｡大

正13年政友会衆院議員｡昭和9年間田内

閣鉄道相｡ 19年来条内閣農南柏｡公聴追

放解除後､ 27年衆院議員｡吉田内閣農相

川島　義之(油Lo･よしゆき)

明治11 (1878) ～昭和20(1945)愛媛県生

まれ｡陸軍大将｡第3師団長､朝鮮軍司令

官､軍事参議宮を経て昭和10年陸相｡二
･二六事件終結後に予備役編入

西園寺　公望くさ噛んじ･きんもち)

嘉永2(1849)～昭和15(1940)京都生ま

れ｡九清華家の出｡文相､枢密院議長｡明

治36年政友会総裁｡ 39年首相｡ 44年再度

首相となり､陸軍の2個師団増設要求を

拒否して総辞職｡晩年は､最後の元老と

して国際協調に努め､後継首相を奏請

原　敬はら｡た軌)

安政3(1856)～大正10(1921)岩手県生

まれ｡明治33年政友会創立に参加､逓信

相,内相を経て大正2年政友会総裁｡ 7年

初の純政党内閣を組織し｢平民宰相｣と

歓迎されたが､東京駅で暗殺される｡政

治史に貴重な｢原敬日記｣82冊を遺す

浜口　雄幸(法まぐち･録も)

明治3(呈870) ～昭和6(1931)高知県生ま
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ど米大リーグ選抜チームが読売新聞の招きで

来日､4日の第一戦は6万の群衆が詰めかけた｡

日本選手は三振の連続､8回まで外野へ飛球が

飛ばないほど､力の差は大きかったが､ルース

は16試合で本塁打13本､打率4割8厘｡日本のフ

アンをしびれさせたし､20日には静岡･草薙球

場で沢村栄治投手が本塁打1本､ 1対0で惜敗し

今も語りぐさになっている｡12月26日､職業野

球団｢大日本野球倶楽部｣設立総会が開かれ､

現巨人軍の誕生となった｡

▽昭和li年に入ると大相撲春場所(1月11日鮎)紘

前夜から　徹夜で数百名が並び

午前10時には｢札止め｣の盛況

▽映画館や帝劇日劇も連日｢満員御礼｣

▽2ほには諏訪根白子の｢渡欧の夕｣が

日比谷公会堂で開かれ超満員だった

▽まさか　あんな大事件が起ころうとは

誰もが夢にも　思っていなかった

●派閥抗争の源流は､昭和初めの陸軍大学校閥誕生

▽明治･大正の陸軍を動かしてきたのは長州閥

▽陸軍の大御所山県有朋が君臨している間は

要職は長州かその系列で独占してきた

▽反発はあっても　陸軍の統制は　とれていた

▽山県の死(大正11年2月)と共に新しい動きが

｢バーデンf/ヾ-デンの密約-　　　-　｢

大正10年10月､南ドイツの温泉保養地バーデ

ンリヤーデンに､3人の少佐が集まった｡陸士16

期の三羽烏と言われた永田鉄山､小畑敏四郎､

岡村寧次｡第1次大戦顔のヨーロッパを見た彼

らは､戦争がそれまでの戦争と違って､国家の

総力を挙げての総動員戦争になっていること

を実感していた｡日本もそうした戦争に､勝ち

抜く体制を作らなければダメだ｡それには､長

州閣打破､陸軍人事の刷新を申し合わせた｡

この盟約には､ライブチッヒに留学中の東条

英機(17期)も加わり､帰国して｢二葉会｣を作る

と､陸大から徹底して長州出身を締め出した｡

れ｡蔵相､内相を歴任｡昭和2年民政党総

裁｡4年首相に就任､金解禁を断行､ロン

ドン海軍軍縮条約締結. r統帥権干犯｣

と非難され東京駅で右翼に狙撃される

井上　準之助(輔うk･じ姉餌g)

明治2(1869) ～昭和7(1932)大分県生ま

れ｡日銀総裁を経て昭和4年浜口内閣蔵

相o金解禁を実施｡血盟団に射殺される

ベーブ･ルース(Babe Ruth)

1895-1948米大リーグ選手｡1927年に

年間本塁打60本の記録を樹立､通算714

本の本塁打記録を残す

沢村　栄治(さわむら･え蝿)

大正6(1917)～昭和19(1944)三重県生

まれ｡京都商投手として春の選抜､夏の

甲子園大会で活躍｡日米野球に選ばれ､

巨人軍入団｡昭和12年(春季13-弟24勝4敗1

分で最高殊顛選手｡再三召集され､台湾

沖で戦死したo背番号14は永久欠番

諏訪　根白子(すわ･ねじこ)

大正9(1920)～　東京生まれoバイオリ

ニス上本名大須賀根白子｡大正14年か

ら小野アンナなどに師事､昭和7年初リ

サイタルで将来性を注目された｡11年1

月ベルギー留学｡20年帰国し､洗練され

た演奏と美貌は熱狂的な歓迎を受けた

山県　有朋(やま辞た･あ配も)

天保9(1838)～大正11日922)長州藩出

身｡陸軍大将.元帥｡明治6年陸軍卿とな

り徴兵令を制定｡ 11年参謀本部長｡ 22年

首相｡枢密院議長を経て日清戦争で第1

筆司令乱31年第2次内閣で軍部大臣現

役武官制を実施｡日露戦争で参謀総長｡

元老として政界､陸軍に君臨した
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▽昭和4年5月｢二葉会｣は｢一夕会｣くわせき師)紘

42人全員が陸大出優秀な成績で卒業

陸軍省参謀本部教育総監部の

部課長クラスを集めた超エリート集団
｢-タ会｣の申し合わせ事項---･=----･

第一は人事の刷新｡長州閥は山県の死と共に

凋落し､陸相宇垣一成の全盛時代o字垣体制の

打破を目指した｡二つ目が満蒙問題の解決｡三

つ目は､宇垣間から外れている荒木貞夫､真崎

甚三郎､林銑十郎の三将軍を守り立て､正しい

陸軍を再建することo

▽満州事変(棉6年9月)が成功したのも

中央で職務権限を握る｢一夕会｣会員が

石原莞爾中佐く関東酢戦主任参謀)を助けたから

●｢一夕会｣分裂は､荒木の陸相就任(租6年12月)から

▽陸軍中枢を　自分の息のかかった者で固めた

▽参謀総長に開院宮次長には真崎を据え

参謀本部の実権を握らせた

皇道派と統制派

荒木が盛んに天皇中心の国家体制を唱えて､

やたらと｢皇国､皇道､皇軍｣を連発し､荒木､寅

崎一派を皇道派と呼ぶようになった｡

荒木は講演会向きの人で､自分がやると息巻

いていた政策も実行できず､永田も見限る｡永

日封ま､日本が急がなければならない問題は､国

家総力戦のための高度国防体制を作り上げる

こと｡それには陸軍が統制を保ち､陸軍大臣の

政治的発言力を強めて､国政に反映させるC官

僚や政財界とも連乾し､国家総動員体制､統制

経済体制にしなければ､と考えていた｡

永田の周りに､乗条はじめ､富永恭次､武藤章

ら､後に東条体制を支える中堅幕僚が集まり､

統制派と呼ぶようになった｡

▽｢一夕会｣分裂を決定的にした永田･小畑の対立

▽小畑は昭和7年参謀本部第3部長(運針離)に就任
｢昭和8年雪解け期対ソ開戦｣プラン

永田(繭担当第2静畏)から反対され潰された
､`■~　　　　　　　　　　　　　　　　　-　10　-

永田　鉄山(鯛た･てつぎん)

明治i7(1884)～昭和10 (1935)長野県生

まれo陸軍少将d大正2年ドイツ留学｡ 10

年スイス公使館付武官｡ 13年陸大教官Q

陸軍省初代動員課長､軍事課長を歴任､

昭和9年軍務局長となり､総動員体制の

基礎を作る｡統制派の中心と目され､皇

道派相沢中佐に殺害される｡死後中将

小畑　敏四郎(翻ぎた･としLJろう)

明治18(1885)～昭和22(1947)高知県生

まれ｡陸軍中将o大正4年ロシア駐在oロ

シア大使館付武宮､参謀本部部長､陸大

校長を歴任｡二･二六事件後に皇道派と

して予備役｡戦後､東久選内閣国務相

岡村　寧次(紬むら･やすじ)

明治17(1884) ～昭和41 (1966)東京生ま

れ｡陸軍大将｡関東軍参謀副長､参謀本

部部長を歴任｡昭和13年第11軍司令官｡

19年支部派遣軍総司令官

宇垣　-成(う醇･かずLfg)

明治Hi868)～昭和31(1956)岡山県生

まれ｡陸軍大将｡大正13年陸相となり軍

縮を実施｡4代の内閣で陸相を務め字垣

時代を築く｡朝鮮総督を経て昭和12年1
･月､組閣の大命を受けたが､陸軍の反対

で陸相を得られず断念｡近衛内閣外相o

戦後28年参院全国区に最高点当選

荒木　貞夫(轟らき･さだお)

明治10(1877) ～昭和41 (1966)東京生ま

れ｡陸軍大将三陸大校長､第6師団長など

歴任｡精神主義的･反共主義的言動で皇

道派の中心的存在に｡昭和6年犬養内閣

陸相となり､陸軍中枢を自派で固めた｡

二･二六事件で予備役｡ 13年近衛内閣文

相｡ A級戦犯で終身禁固刑｡ 29年仮出所
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▽永田は｢今は､まず満州を固めて､ソ連に手を出す

べきではない｣軍務局長の昭和10年3月

外務省を助けて　ソ連から

北満鉄運(酬里-ウラジオストック1700㌔)を買収させた

▽ソ連も　ウラジオハバロフスクに

満州国領事館開設を認め(事実上の満鯛細)

日ソ間の緊張緩和に役立ったが

小畑は｢戦争すればタダで取れた｣と　反対

●陸軍の国家革新運動には､別に二つのグループ

▽大正未からの　青年将校運動

▽北一輝の｢日本改造法案大綱｣ (細8年)

天皇の大権発動により　憲法の3年間停止

華族制度貴族院を廃止し

100万円以上の私有財産の禁止

▽革新熱に燃える青年将校を巻き込んでいった

ほとんどが隊付大尉以下の下級将校

兼松太平大尉(弘前連臥軸4年)は話している

満州事変で出征した時､青森県下は冷害で凶

作だった｡ある兵隊が父親から受け取った手

紙には｢お前は必ず死んで帰れ｡お前の死んだ

後で国から貰える金がほしいのだ｣とあった｡

こんな貧窮に泣く農村青年を部下に持つ将校

が､ただ抽象的に軍人勅諭の忠節を部下に諭

すだけで済ましておれるか｡尽忠額国の義務

だけあって､生活する権利さえ保障されてい

ない兵隊に代わり､腐敗堕落の政界や財界､軍

閥の権力者に反省を促すことは､軍人勅諭の

具体的実践であるはずだ｡

▽もう一つは橋本欣五郎中佐の｢桜会｣ (蜘5年9月)

ケマル･パシャの軍事革命の成功を見て

日本でも　同じような革命をやろうとした

r r三月事件｣と｢十月事件｣ -
[昭和6年3月､クーデターによる陸相の宇垣政I

庵樹立を図ったが､宇垣か途中で中止を指示､ Jr

失敗に終わった｡10月には満州事変に呼応､荒

木を担いで政権を奪おうとしたが､連日連夜､

料亭で豪遊しては､青年将校に｢成功したらこ

のポストにつけてやる｣と敬を飛ばしたo

1 1 -

真崎　甚三郎ほざき･じばぶろう)

明治9(1876)～昭和31(1956)佐賀県生

まれ｡陸軍大将｡台湾軍司令官を経て昭

和6年参謀次長｡荒木と共に皇道派の指

導的存在｡ 9年教育総監に就任したが翌

年更迭｡二･二六事件で軍法会議､無罪●･

林　銑十郎相やL･せんじゅうろう)

明治9(1876)～昭和18(1943)石川県生
I

まれ｡陸軍大将｡朝鮮軍司令官を経て昭

和7年教育総監｡ 9年斎藤内蘭陸相｡岡田

内閣に留任､其崎教育絵監を更迭｡ 12年

2月首相に就任｡4カ月の短命内閣に

石原　莞爾(札鮎･かんじ)

明治22(1889)～昭和24(1949)山形県生

まれ.陸軍中将｡昭和3年関東軍参謀｡満

州事変を起こし､参謀本部作戦部長､

都師団長｡東条と対立し16年予備役｡

命舘大教授となり東亜連盟連動を指

開院宮　戴仁親王(姉減略や･こと択しんのう)

慶応Hl876)～昭和31 (1956)陸軍大将･

元軌第1､近衛師団長を建て昭和6年参

謀総長となり､15年まで在任した　｡
て

ヨ

富永　恭次(と純が･きょうじ)

明治25 (1892) ～昭和35 (1960)長崎県生

まれ｡陸軍中将｡昭和18年陸軍次官とな

り､東条の腹心と言われた｡ 19年比島の

第4航空軍司令官｡米軍上陸前に逃亡Lf一

予備役にo敗戦直前召集され､満州の笥
f

139師団長｡シベリア抑留で30年帰国･,･
くヽ

武藤　章(むとう凝ら)　　　　　卓

明治25(1892)～昭和23(1948)熊本県生

まれ｡陸軍中将｡参謀本部作戦課長など

歴任｡昭和14年軍務局長となり､日東伊

三国同盟､大政翼賛会結成を促進｡ 19年

第14方面軍参謀長｡ A級戦犯で刑死

‖

召

眉

n
京
｡
立
i
n
導
7



橋本らが憲兵隊に検挙されると､クーデター

に参加を予定していた青年将校は､ ｢桜会は権

力志向だ｡態度も不真面目｣と離れていった｡

▽皇道派は一番下に青年将校抱える形で形成

荒木が青年将校｢期待の星｣

荒木も可愛がったし菓崎の陸士校長時代
その教えを受けた青年将校が多かった

●青年将校と統制派幕僚の話し合いは決裂した

▽昭和8年11月　倍行社(将校クラブ)に

両派の中心人物が集まり　数回にわたり会談

▽武藤章たちが｢青年将校は勝手に政治運動をやる

な｡お前たちの考えている国家の改造や革新は､

自分たち中央の者がやる｣

▽青年将校は｢貴方方エリートには､

農山漁村の本当の苦しみは分からない｣

▽最後は統制派が
｢今後､華中央の方針に従わなければ断固取り締

まるD政治活動をやるなら軍服を脱いでやれ｣

▽青年将校は統制派に強い憎しみを抱いた

陸大を受験しない｢エリート拒否｣の盟約

○荒木の陸相辞職(踊9年1月)で､皇道派全盛時代に繁り

▽後任陸相に林　真崎は教育総監に

.林は比較的無色だし　周りを

柳川平助(次官)ら　皇道派で固めておけば-

▽林は軍務局長に永田を起用(3月5日)

｢反皇道派｣色を　明らかにしていく

▽陸軍部内の暗闘が

｢士官学校事件｣で初めて国民の目に

▽昭和10年4月4日　突然陸軍省発表

｢昨年十一月中旬､在京青年将校および士官候補

生若干名が､不穏の企図をなしあるやの疑いあ

りしを以て､厳正調査の_ため軍法会議において

関係者を取り調べたり｣

▽嫌疑不十分で不起訴処分になったが
･｢言動に軍紀上適当でないものがある｣

村中孝次(陸軍大尉)磯辺浅-(一等主計)ら3人を停職

士官候補生5人を退学処分にした
ー　12

北　-煤(きた･わき)

明治16(1883) ～昭和12(1937)新潟家生

まれ｡国家社会主義者｡本名輝次郎｡孫

文と交わり､中国革命同盟会に参加｡大

正8年｢日本改造法案大綱｣を執筆､青年

将校に大きな影響を与えた｡二･二六事

件指導者と見徹され､軍法会議で刑死

謄本　欣五郎(乱もと･きんごろう)

明治23(1890)～昭和32 (i957)岡山県生

まれ｡陸軍大佐｡昭和2年から3年間トル

コ駐在武宮｡5年参謀本蔀ロシア班長と

なり｢桜会｣を結嵐三月事件､十月事件

の首謀者｡ 17年衆院議員｡ A級戦犯で終

身禁固刑を受けたが､30年仮出所

ケマル･パシャ(kemal Pasha)

1881-1938トルコ共和国初代大統領｡

帝政トルコを倒して近代化を進め､ ｢ア

タチュルク｣ (煉る摘コ人)の称号を受ける

柳川　平助(やながわ･へ輯酔

明治12(1879) ～昭和20 (1945)長崎県生

まれo陸軍中将o次官を経て昭和10年台

湾軍司令官o支那事変で第10軍司令官o

興亜院総務長官､近衛内閣法相を歴任

高宮　太平(組みや▲たへh)

明治30(1897)～昭和36(1961)福岡生ま

れ｡読売､朝日軍事記者を経て京城日報

社長｡著に｢昭和の将帥｣ ｢米内光政｣

--･･一･高書太平が書いている･･･････-･･･-･････-･一･-一･一

林は4月､弟が東京市疑獄事件に連座､

｢大臣として道義的責任を感ずる｣と辞

表を出した｡柳川次官は記者会見し｢大

臣は､実に崇高な見上げたお方だoこれ

をお引き止め出来ない｣高宮が裏をと

るため薫崎を訪ねると､来客中｡玄関脇

の部屋に通され､待っている間に真崎､

荒木の｢林追い出し｣の電話を聞いてし
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r士官学校事件｣とは

統制派の片倉衷少佐(参謀桶参謀) ､辻政信大尉(士

寓単線生徒糾隊長)は､士官候補生をスパイに使い､村

中､磯辺を訪問させ､皇道派の動向を探った｡

昭和9年11月中旬､皇道派青年将校2､30人が東

京市内の料亭で会合を開き､村中が席上､臨時

議会開院式に一斉蜂起､政財界人を射殺､戒厳

令を布いて軍政権を樹立する-このテロ計

画を語ったとして､憲兵隊が22日早朝､村中､

磯辺ら青年将校1ま人を検挙した′､

▽村中磯辺は｢統制派が事件を担遷したのだ｣

7月11日｢粛軍に関する意見書｣(iiO甘)を配布

▽国民には隠されていた
｢三月事件｣ ｢十月事件｣を暴露

｢紙の爆弾｣となり　陸軍政財界に大きな衝撃

▽陸軍省は村中磯辺を免官処分(8月2日)

〇二･二六の引き金､真崎教育総監更迭(舶10年7月16日)

▽夕刊(18日)は5段見出しで

｢陸軍部内に暗雲教育総監更迭に其崎派強硬｣

▽青年将校はあちこちで会合を開き
｢教育総監更迭は統帥権干犯なり､永田を葬れ｣

▽8月12日朝には皇道派の相沢三郎中佐が

軍務局長室で永田を軍刀で斬り殺した

●相沢の軍法会議(1挿1月28日から)には大勢の青年将校

▽派手な公判闘争で｢皇道派の思想｣宣伝の場に

▽栗原磯辺は
｢相沢のやったことこそ､自分たちがやるべきだ

った｡公判闘争より､今こそ昭和維新断行を｣

▽第1師団の｢3月満州派遣｣正式決定と共に

クーデター計画が具体化していった

▽部下を巻き込むことに悩んでいた

安藤輝三大尉も2月22日参加を決意

▽同夜栗原中尉の家に集まり

野中四郎大尉が｢塀起趣意書｣を書き上げた

▽決行日時は26日午前5時

襲撃目標はリベラルな英米協調一派の

政治勢力を一掃兵力部署も　決定した
､一　　　　　　　　　　　　　　　-　13　-

まった｡しばらくして｢これで全部ぶち

壊しだ｡新聞屋などを入れて-｣

女中を投げ飛ばし､夫人にピンタの膏

に､高宮が飛んで行き｢偶然聞いた話を

記事にする積もりはない｣ ｢頼む｡是封

秘密にしてくれ｣と土下座せんばかり.

村中　孝次(むら妙･たかじ)

明治36(1903)～昭和12(1937)北海道生

まれ｡陸軍大尉｡皇道派の中心となり､

昭和10年｢粛軍に開する意見書｣を配布

し免乱二･二六事件首謀者として処畢

磯辺　浅-(畔ぺ･録鴨)

明治38(1905)～昭和12(1937)山口県生

まれ｡早くから北一輝の門に出入りLi,

青年将校運動の中心に｡陸軍中尉の時二

陸筆経理学校に入り一等主計｡昭和LfC
r==

年免官｡二･二六事件首謀者として処憩

片倉　衷(かたくら･ただし)

明治31(i898)～平成3(1991)福島県生

まれ｡陸軍中将｡昭和5年関東軍参謀､満

州事変を画策｡二･二六事件で統制派毒

力メンバーとして磯辺に狙撃され重廟

を負う020年高崎の第202師団長　育

tI!

辻　政信くつじ◆まさのぶ)

明治35く1902)～昭和43(1968)石川県生

まれ｡陸軍大佐.昭和12年関東軍参謀と
:エ~

なり､ノモンハン事件で強硬論を主鞄

第25軍参謀を経て17年参謀本部作戦華

長｡マレー上陸作戦､シンガポール攻

戦､ガダルカナル作戦を指導｡シンガ
ールの華僑虐殺やバターン死の行進

辻の発案と言われる｡バンコクで終戦o

戦犯指名を恐れ噛椙に変装して逃亡塵

活を続け23年帰国｡逃走記録｢潜行三苛
Ill'

墨｣はベストセラーに027年衆院議員､i-i

34年参院議見36年東南アジア視察亡毎

ラオスで消息を断ち､43年死亡宣告
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●二･二六事件は､初めのうちは成功するかに見えた

▽陸軍上層部は慌てふためくばかり

荒木兵略の意のままに動き出した

▽石原莞爾大佐(参謀本酢糠長)は

荒木の顔を見るなり｢お前みたいな

馬鹿な大将がいるから､こんな事になるんだ｣

●莫崎は午前8時半､陸相官邸に現われた

▽胸に勲1等旭日大綬章
｢寅崎内閣｣に期するものがあったのだろう

▽磯辺が駆け寄り
｢閣下､統帥権干犯の賎類を討つために

決起しました｡状況をご存じでありますか｣
｢とうとうやったか｡お前たちの心は

ようわかっとる､ようわかっとるo落ち着いて､

落ち着いて､宜しいように取り計らう｣

▽川島に｢こうなったら仕方がないじやないか.

大勢だぜ｡これで行こうじゃないか｣

▽呆然としている川島を叱りつけ参内を勧めた

▽伏見宵(軍令醜長)邸で加藤寛治(海軍大齢と落ち合い

｢強力な内閣を作って事態収拾｣を進言した

○天皇は､伏見宮の｢新内閣樹立｣に取り合わなかった

▽参内した川島は｢塀起趣意書｣を読み上げただけ

天皇は厳然と｢反乱軍を速やかに鎮圧せよ｣

▽天皇が塀起部隊を反乱軍と呼び

新内閣樹立を拒否した時
二･二六事件の運命は決まった

木戸(内大組書官影は湯浅(嘗楠)と対応策

芸冨買芸芸}:ct"i芸芸這訂
｡後継内閣の組

どうしても反乱軍寄りの内

りかねない｣湯浅が

も全く同意見だった｡

▽臨時首相代理には後藤文夫摘務大臣)

▽後藤が閣僚の辞表を纏めて奉呈すると

天皇は｢まず時局安定に尽力せよ｡暴徒は全力

を挙げて鎮圧､辞表はしばらく預かりおく｣

14　-

相沢　三郎(紬ぎわ･きぶろう)

明治22(1889)⊥昭和11 (1936)宮城県生

まれ｡陸軍中佐｡士官学校､戸山歩兵学

校剣道教官(純服) ｡歩兵第41連隊(削)

勤務の時､台湾に異動になり赴任途中､

永田軍務局長を斬殺｡軍法会議で死刑

野中　四郎(鴫かしろう)

明治36(1903) ～昭和11 (1036)青森県生

まれ｡陸軍大尉｡父は陸軍少将｡昭和9年

歩兵第3連隊中隊長となり､最先任将校

として二･二六事件に参加｡29日反乱失

敗の後､陸相官邸で自決した

････ r無定見｣の見本･川島陸相-I----･-I-A

内田信也(税額)は､川島を｢陸軍とい

う所は､あんなでも大将､大臣になれ

るのかG天下一品の愚物｣

ただウロウロするだけ｡青年将校が

川島に｢決行の趣旨を天聴に連せよ､

塀起部隊の警備隊編入｣など8項目の

要望書を読み上げている時､渡辺(教育

醍)殺害の報告が入ってきた｡川島が

｢皇軍相撃つはいかん｣と叱ると､栗

原から｢あれは皇軍ではない｣と怒鳴

られ､ ｢そうか､皇軍ではないか｣と黙

り込んでしまったという｡

伏見害　博恭王(ふしみのみや･ひろやす郎)

明治8(1875)～昭和21(1946)海草大将

･元帥o海大校長､第2艦隊長官を経て昭

和7年軍令部長｡王6年まで軍令部総長

加藤　寛治浄とう｡ひろ捉る)

明治3(187q)～昭和14(1939)福井県生

まれ｡海軍大将d海大校長､軍令部次長､

大正15年連合艦隊司令長官｡昭和4年軍

令部長となりロンドン海軍軍縮条約に

強硬に反対した｡ ｢艦隊派｣の中心とな

り､5年軍事参議官

どとこるす､中
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●軍事参議官会議は､午後1時半から宵中東滑の間で

▽会議を終始リードしたのは荒木真崎

▽川島が｢勅命を仰いで各部隊を帰還させたい｣

荒木は｢それに先立って我々にはすることがあ

るo軍事参議官が死を以て当たるから､お前た

ちは兵営に帰れ｡こう説得するのが先決だ｣

▽真崎も｢左翼の警戒に全力を注ぐ必要があり､

塀起部隊をその警備に当てるようにすべきだ｣

▽｢陸軍大臣告示｣を　出すことになり

山下奉文少将が原文の｢軍事参議官申合書｣

●東京警備司令部は午後3時半､大臣告示を師団に伝達

陸軍大臣告示
一､塀起ノ趣旨二就テハ天聴二連セラレアリ

二､諸子ノ行動ハ国体顕現ノ至情二基クモノト

認ム

三､国体真姿顕現(弊風ヲ含ム)ノ現状二就テハ

恐健二堪エズ

四､各軍事参議宮モー致シテ右ノ趣旨ニヨリ蓮

進スルコトヲ申シ合七夕リ

五､コレ以上ハ一切大御心二俣ツ

▽山下が青年将校に伝えに行く時

真崎は｢いいか､叱っちやいかんぞ｡穏やかに､

すぐ帰れと諭せ｣山下も　3回も読み上げた

▽青年将校は｢我が事成れり｣と歓喜した

陸軍上層部は一致して後押しと　受け取った

▽夜10時25分には塀起部隊の｢警備隊編入｣命令

第1師団長の指揮下に入れ｢麹町地区警備隊｣

●事態は､少しずつ変わりつつあった

▽石原(肝組長)は最初から｢断乎鎮圧｣の強硬論

杉山元(錆次長)も　討伐を支持した

▽夜になって｢大臣告示第二項の

ぎ諸子ノ行軌はおかしい.Jの声が出た

▽川島の持っていた原文では｢諸子ノ真意｣

▽大臣告示は｢真意｣に訂正されたが

この違いは重大だった

▽｢真意｣なら｢その精神は｣ということだが

｢行動｣なら　襲撃の事実を認めたことになる
､一■一　　　　　　　　　　　　　　一　15　-

後藤　文夫(ごとう･ふみ畜)

明治17(i884) ～昭和55(1980)大分県生

まれ｡警保局長､台湾総督府総務長官を

歴任､昭和7年斎藤内閣農相09年岡田内

閣内相となり､二･二六事件で臨時首相

代理｡ 18年東条内閣国務相.公職追放解

除後､ 28年に参院議員

山下　奉文(やまは･ともゆき)

明治18(1885)～昭和21 (1946)高知県生

まれ｡陸軍大将｡航空総監を経て昭和16

年第25軍司令官となりシンガポールを

攻路｡第1方面軍司令官ののち19年比島

第14方面軍司令官｡戦後､マニラで処刑

一東京警備司令官告示-　　｢

｢本朝来出動シタル諸隊ハ戦時警備

部隊ノー部トシテ新二出勤スル部隊

ト共二師管内ノ警備二任ゼラレタル

モノニシテ､軍隊相互間二於テ絶対

ニ相撃ヲナスベカラズ｣

--厨起部隊は｢官軍｣なった･日日--I--

亡くなった落語家･柳家小さん師匠

は､昭和11年の新年早々徴兵され､麻

生の第3連隊に入営､事件に巻き込ま

れた｡ ｢連隊から食事も運ばれてくる

し､まさか､反乱軍とは思ってもいな

かった｡それが二日目の夕方から､食

料がピタリと止まり､おかしいとは

患ったが､とにかく腹が減って仕方

なかった｣と話している｡

杉山　元(すぎやま･捉じ郎

明治13(1880) ～昭和20(1945)福岡県生

まれ｡陸軍大将･元帥｡陸軍次官､参謀次

長､教育総監歴任ot昭和12年近衛内閣塵

相となり､支那事変拡大を支持した｡ 15

年参謀総長｡小磯内閣陸相を経て20年､

本土決戦に備えた第1総軍司令官｡敗準

翌月､ピストル自決了杉山手記｣を遺す
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▽しかも｢天聴二達セラレアリ｣

天皇の耳に達したことは天皇も認めたことに

eあり得ない間違い､すり替えは､どこで起こったか

▽大臣告示を宮中から　電話･で伝えたのは

東京警備司令官香椎浩平中将(のち甜司令官)

▽電話で受けた東京警備司令部参謀長は
｢二度復唱し､それを脇で聞いていた参謀が

筆記したのだから､絶対間違いない｣

▽高宮記者は｢皇道派寄りの香椎の読んだものが､

間違っていたのだoそれも､山下の書いた最初

の原案が､行動となっていたからだ｣

NH K｢二･二六事件秘録消された真実｣

軍法会議で主席検察官を務めた匂坂寺平(さき

さかし綿瑚)の新資料に基づいて､昭和63年に放

送された特集番組｡それによると大臣告示は､

近衛師団では東京警備司令部が伝達した午後

3時半より4時間40分も早く午前10時50分に受

け取っていた｡軍事参議宮会議が開かれる前､

山下原案が出来ていて､流されたことになる｡

●寅崎は戦後､盛んに｢無関係｣と弁解したが-･

▽襲撃30分前午前4時半には

皇道派出入りの亀川哲也が知らせていた
･▽亀川の証言によると

｢真崎は死人のような顔色になり､残念だ､今ま

での苦労が水泡に帰した｡万事休すだ｣

▽相沢初公判の日　借金を申し込んだ磯辺に

｢何事か起こるなら､何も言ってくれるな｣

▽21日には亀川から｢帝起の気運迫る｣

近く暴発することは確実に知っていた

▽陸相官邸に現われるまでの4時間

陸軍省にも　憲兵隊にも報せず何をしていたか

▽はっきりしているのは加嘩大将に電話して

伏見宮を動かすため伏見宮邸で落ち合うこと

▽陸軍省から　呼び出しがかかると

｢腹痛で寝ていたが､事件が起こった以上､

すぐ行く｣まるで初耳のように

アリバイ工作までして陸相官邸へ
-　16　-

｢軍事参議官会議のやiJとりは

蔓杉山参謀次長の手記によると､天聴
!云々は必要ないとの意見が多かった
l

-∵∴二-芸:- ∴二- _ :-liI :_-TIT

!意も､最初は至誠だったが､異論が出
l■て真意に改めた｡行動という言葉は､

終始一回も出なかった｡

香准　浩平浄しいこうへ吋

明治14く1881)～昭和29(1954)福岡県生

まれ｡陸軍中将｡支那駐屯軍司令官を経

て昭和10年東京警備司令官｡二･二六事

件で戒厳司令官を兼務したが､反乱軍

に対し同情的で､鎮圧を長引かせた｡事

件5カ月後､皇道派寄りとして予備役に

･-真崎の弁解(組32年4月･槻文春ト.I-･･.I.I

私は世間で想像するほど二･二六事

件に関係もなければ､むしろ事件が

突発するまで､かかる無謀な計画が

立てられていたことを全然知らなか

っただけに､私にはあの朝の事件突

発の報は､まったく寝耳に水であっ

たBしかるに実に手回しよく､事件突

発するや､その背後に真崎ありと宣

伝し､世間はおろか､宮中までもかく

信ぜしめたのであった｡彼の一年三

カ月にわたる軍法会議において､徹

底的に調査せられて何事もないB　も

し少しでも関係があったら､私は決

して助からなかった｡ (死臥鯛された預)

亀川　哲也浄纏b･てつや)

明治24(1891)～酔梢沖縄県生まれ凋

家主義者｡昭和8年大日本農道会を組織

し相沢公判に活動｡二･二六事件に際し

て､昭和推新政権樹立を目指し､政界上

層部に働き掛けた｡検挙され､無期禁固

.
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e海軍は､ ｢断乎鎮圧｣の方針をとった

▽大角海相は皇道派寄り

煮え切らない態度だったが鎮圧に纏めたのは

横須賀鎮守府の米内光政(長官)井上成美(参謀長)

▽井上は巡洋艦木曽を芝浦沖に回航させ

26日午後3時には陸戦隊を海軍省に入れた

▽米内に｢万一の場合､陛下を戦艦比叡に乗艦願い､

長官が全艦隊の指揮をとられるべきでしょう｣

▽軍令部も　正午宿毛(土佐)沖で演習中の

連合艦隊に｢第-艦隊は東京湾､.

第二艦隊は大阪湾に急行せよ｣と緊急指令

▽27日午後4時40隻がお台場沖に

旗艦長門など砲門を国会議事堂に向けた

●27日午前3時半､緊急勅令で東京全市に戒厳令布告

▽｢武力鎮圧｣の姿勢を示した戒厳令だった

佐倉甲府水戸宇都宮の連隊を上京させた
▽天皇は2､30分ごとに本庄繁く据離長)を呼び

｢鎮圧はまだか｣ 26日だけでも13回も

｢昭和天皇独白録｣から

討伐命令は軍系統限りでは出せない､政府と

の諒解が必要であるが､当時岡田首相の所在

が不明なのと且又陸軍省の態度が事授かった

ので､私から厳命を下した訳である｡

私は田中内閣の苦い経験(雛憲轍事件で銅首雛順､

紳臥た件)があるので､事をなすには必ず輔弼の

者の進言に倹ち又その進言には逆はぬ事にし

たが､この時と終戦の時との二回丈げは積極

的に自分の考を実行させた｡

▽青年将校は本庄(岨一柳大紺女#)を通じての

宮中工作に期待をかけたが
｢本庄日記｣は天皇怒りの言葉を記録している

穆青年将校にも､焦りが出て来た

▽27日午後2時軍事参議官に■

｢事態収拾を莫崎大将にお願いしたい｣

▽真崎はすでに撤退を考えていた
｢収拾の道は原隊復帰にあるのみだo軍事参議官

には収拾の職権がない｣幻滅の唇を噛んだ
ヤー　　　　　　　　　　　　　　　-　17

米内　光政(よなめ疹つまき)

明治13 (1880) ～昭和23(1948)岩手県生

まれ｡海軍大将｡昭和10年横須賀鎮守府

長官, 11年連合艦隊長官｡ 12年林内閣海

相となり､近衛､平沼内閣に留任｡15年1

月首相に就任したが日独伊三国同盟に

反対したため陸相が辞職､7カ月で総辞

職o呈9年現役に復帰レ1＼磯内閣相｡鈴木

内閣にも留任し､終戦和平に尽力した

井上　成美(細うえ･し配し)

明治22(1889) ～昭和50(1975)宮城県生

まれ､海軍大将｡戦艦比叡艦長を経て昭

和10年横須賀鎮守府参謀長｡軍務局長､

航空本部長､第4艦隊長官を歴任し17年

海兵校長､英語教育を貫くo i9年海草次

官に就任､米内を助け終戦和平に尽力ー

本庄　繁く鮎じょう･し軒る)

明治9(1876)～昭和20(1945)兵庫県垂
∫

まれ｡陸軍大将｡昭和6年関東軍司令官､

満州事変を指揮した｡8年侍従武官長｡二

敗戦後､自決した｡遺稿に｢本庄日記｣ _

- ｢本庄日記｣から

(27日)将校の行為はもとより許すべか

らざるものなるも､その精神に至りて

は君国を思うに出でたるものにして､ ;

必ずしも脊むべきにあらずと申し述べ

るところありしに､のちお召しあり｡堺

が股肱の老臣を殺致す.かくの如き将

校ら､その精神において何の恕すべき

ものありゃと仰せられ-･o

なおまたこの日､陛下には陸軍当路の

行動部隊に対する鎮圧の手段進捗せざ

るに焦慮せられ､武官長に対し､朕自ら

近衛師団を率い∴これが鎮圧に当たら

んと仰せられ真に恐健に耐えざるもの

あり｡
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028日午前5時､ついに｢奉勅命令｣が出た

｢-奉勅命令
≡ (28日)戒厳司令官ハ三宅吸付近ヲ占拠シァル
i

i将校以下ヲ以テ速二現姿勢ヲ撤シ各所属部隊
セシムペシ

▽三宅坂に留まっているだけで

勅命に反した逆賊になるが
この日1日　事態は変わらなかった

▽香椎(戒厳司令官)が｢皇軍相撃つを回避する｣と

命令の実施を引き延ばした

▽青年将校は3日間ほとんど一連もしていない

安藤磯辺の｢徹底抗戦論｣と

村中栗原の｢自決あるいは撤退論｣が渦巻いた

▽栗原が｢自決するから勅使を派遣してほしい｣

川島山下は28日午後1時本庄を訪ねた

▽天皇は｢自殺するなら勝手になすべく｣

｢直ちに鎮定すべく厳達せよ｣と厳命した

●戒厳司令部は28日午後11時､討伐命令に踏み切った

▽｢29日朝攻撃開始｣戦車を先頭に

2万の部隊が包囲網を狭めていった

▽｢勅命下る軍旗に手向かふな｣のアドバルーン

空からは飛行機が｢オ前ノ父母兄弟ハ国賊ト

ナルノデ皆泣イテオル｣ビラを撒いた

▽ラジオは繰り返し｢兵に告ぐ｣を放送した
｢勅命は発せられたのであるoすでに天皇陛下の

ご命令が発せられたのである｡今からでも決し

て遅くないから､直ちに抵抗を止めて軍旗の下

に復帰せよ｣兵隊は動揺した

▽将校たちは｢ここで皐を殺すには忍びない｣

▽首相官邸占拠部隊から帰順が始まり

午後2時頃までに下士官兵は兵営に戻った

▽将校は陸相宮邸に集まり　野中大尉が自決

▽残りの将校村中磯辺は
｢法廷闘争で自分たちの主菜をしよう｣

代々木の陸軍刑務所に収容された

▽戒厳司令部は29日午後3時｢反乱鎮定｣を発表

▽牧野伸顕(前内大臣)を襲撃護衛警官に撃たれ

重傷を負った河野寿大尉は入院先で自決
･･.-　　　　　　　　　　　　　　　-　18　-

-･磯辺は悔しがった1--･･･-一一･･一･一-I-･--一一一一一一-･･.･･一･

獄中の手記に｢真崎にダニのように食

い付いて､脅迫､扇動､どんな手段をと

ってもいいから､離れねばよがった｣

- ｢本庄日記｣から　-････････-----･---

(28日)この日午後一時､川島陸相お

よび山下奉文少将､武宮室に来たり､

行動将校一同は大臣官邸にありて白

刃､罪を謝し､下士以下を原隊に復帰

せしむ｡ついては勅使を賜り死出の

光栄を与えられたし､これ以外解決

の手段なし､また第-師団長も部下

の兵を以て部下の兵を討つに耐えず

となせる旨語る｡繁はかかることは

恐らく不可能なるぺしと蒔跨せしも

せっかくの申し出につき一応伝達す

べしとて､右､陛下に伝奏せしところ

陛下は非常なる御不満にて､自殺す

るならば勝手になすべく､かくの如

きものに勅使などもってのほかなり

と仰せられ､また師団長が積極的に

出ずるにあたわずとするは､自らの

責任を解せざるものなりと､いまだ

かつて拝せざる御気色にて厳責あら

せられ､直ちに鎮定すべく厳達せよ

と厳命をこうむる｡

｢麦屋清済少尉(鯛軸)の話
1やたらと｢自決しろ｣と言ってくる｡便

…所の窓からひょっと外を見ると白木の

…棺桶がたくさん積んである｡戻ると第3
i連隊長が｢お前､何も言わないでここで

;自決しろ｣死人に口なしにしたいのだ
i.と､｢自決してはいけない｣と思った｡

牧野　伸顕(まきの･があき)

文久1(1861)～昭和24(1949)鹿児島生

まれo大久保利通の二男B宵内相を経て

大正14年内大臣｡二･二六事件で襲撃さ

れ､難を逃れる｡吉田茂首相は女婿

.磨 二



i

●襲撃計画だけがあって､事後の計画がなかった

▽｢君側の好｣さえ除けば莫崎本庄が動いてくれ
｢皇道派中心の維新政府｣と漠然と期待した

▽磯辺栗原は宮城占領も考えていたが

若い将校は｢天皇に弓を引く形の行動､

天皇に強要するような事は出来ない｣と反対

▽3月4日　緊急勅令で特設軍法会議設置

非公開で法廷開争の夢もはかなく消えた

▽陸軍は北一輝西田税の民間人を首謀者にし

反乱の原因を｢純真な青年将校が踊らされた｣

▽7月5日　初公判から　わずか69日で

17人に死刑判決l週間後将校15人は銃殺に
･･･竹薦継夫中尉(28歳)の遺書･･･一一一一一･一･･--･一一-一一･一･･一一一一一一･･-

あてにもならぬ人の口を信じ､どうにもなら

ぬ世の中で飛び出してみたのは愚かであった

▽磯辺村中北西田4人は12年8月19日処刑

▽北は｢若殿に兜とられて負けいくさ｣

面会に来た弟に
｢この事件に何ら関係ない｡しかし私の本を愛読

していた連中がやったので､もし無罪放免にな

っても､ほかの諸君の後を追って自決する｣

▽｢反乱を刺す｣罪で起訴された実時は

12年9月25日｢証拠不十分｣で無罪判決

▽陸軍省は｢これで二･二六事件の処理は

_　全て終わった｣と発表した

▽真に問われるべきは陸軍の体質だった

張作霧爆殺事件に始まり　満州事変上海事変

三月事件十月事件多くの謀略を不問にし

五･一五事件の被告を｢正義の士｣扱い

19　-

｢特設軍法会議
;通常の師団の軍法会議と違い､戦地
I

はたは戒厳令下に設けられ､非公開､

!上告なしの一審制､弁護人なし｡陸相

萱が判士､検察官を任命､大臣の命令で
l

;動く行政機関の裁判のようなものo
l

｣

西田　鋭くki/だ･みつぎ)

明治34(1901) ～昭和12(1937)鳥取県生

まれ｡大正14年､騎兵少尉の時に病気で

予備役｡北一輝の門下に入り､青年将瀕

に北思想を鼓吹｡二･二六事件で刑死

判士.藤室長輔中佐の見解
｢真崎大将が反乱の指導者であった

という証拠はない｡しかしながら多

くの主犯青年将校たちは､各自何回

となく莫崎大将を訪問し､革新運動

に関して､精神的に鼓吹されている

ことは明白になっている｡軍はそも

そも精神団結の機構である｡仮令暗

示にもせよ､精神上の感化は軍人の

行動を律する根源である｡運動資金

を与えたか否かをもって､証拠の有′

無を論ずるが如きは未である｡軍事二

参議官が､反乱の関係において罰せ†

られるならば､軍は国民の間に信を

失い､その権威を問われるであろう｡

しかしそれは一時の恥､一時の損で

あり､やがて回生の礎となるであろ

うo　この軍自体の精神的罪科を不問

に付して､部外の小革命家を極刑に

処するが如き不公平は､決して国民

の宿を繋ぐ所以でないのみならず､

今日の弊は､明白の弊を倍し､軍紀の

粛正は､永久に不能となるであろう｣
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